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１ 飾区まちづくりシンポジウムにおけるご意見やご質問の概要 

 区のまちづくりに関する様々なご意見やご質問、ありがとうございました。 

 いただいたご意見については、ご質問も含め、各所管課へしっかりお伝えします。今後のまちづくりの参考とさせていただきます。 

項目 ご意見やご質問の概要 

防災、安全安心 ・国の ICT構想の具体策を現実のものとしなければならない。具体的には、危機管理として、どこにいても命に係わる情報を
モバイル単位で伝えることが大切だ。また、人命や財産を救える手段として、避難場所や駅広などにデジタルサイネージで

情報を伝達する方法を構築することも重要だ。

・巨大地震や大規模な風水害対策を積極的に進めるべきだ。災害に対しては、大きく次の２つの問題があり、私は、①の自助

責任が非常に大事であり、人命や財産を消失しないために、重大なことだと思う。

①災害発生前にやるべきこと（自助）

②発生後に救助や復興をどうするか

・減災対策を事前に区民と協働して完結させること。自治体や政府が迅速に対応できる体制づくり（公助）が今一つだ。

・安全まちづくりの方針に無電柱化対策は考えられますか。

緑の維持保全 ・区道沿いの植栽の整備が実施されない原因は、道路を担当する課と街づくり調整課の連携ができていないことにあると思う。

植栽整備後の景観を維持することは大切。今後、検討してもらいたい。

・区役所から会場（男女平等推進センター）までの道には、様々な小鳥が来ている。エナガ、オナガ、シジュウカラ・・・、

これは、樹木の種類が良いからだと思う。他の場所も同じような樹木を街路樹に使えば、歩行者が楽しめる環境ができると

思う。

街づくりと河 ・飾区は、河に挟まれ、河が中心にある。河（水）は、コミュニティラインを形成し点と点を結び、都市と人間に欠かせな

いものだと思うが、区は、街づくりと河（水）について、どのように捉えているか。

・河と生活（文化）整備

・河と防災

・河と観光・交通

・河べりは「街中歩行快適都市」と結ぶとより快適になると思う。

・ハード整備を活かす活動があれば紹介して欲しい。例えば、中川河川周辺の整備を活かしたイベント等をもっと周知する。（実

際には、知らない人が多い。）
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・飾は、河川が多く、道路も曲折しており、「快適歩行都市」を目指すには適している。しかし、河川にはブルーテントも多

く、河川広場は「避難」するには洪水時の災害の問題がある。

新小岩駅周辺

のまちづくり 

・新小岩駅周辺のまちづくりは、やるべきことは山ほどあるが、ガイドラインに沿い優先順位を決めて一歩先に行かなければ

ならない。思い切った具体策を進める必要がある。

立石駅周辺の

まちづくり 

・立石駅前の超高層の豪華庁舎を大学の先生がご覧になり、「時代遅れ、時代錯誤、区はこの計画をどうやって引っ込めようか

悩んでいるのではないですか」と仰っている。あの図に詩は感じられません。どの様な詩を語れますか。計画を引っ込める

気はありませんか。

金町駅周辺の

まちづくり 

・金町駅周辺のまちづくりエリアは、再開発するのもいいが、住民主導とマスターアーキテクトの採用により、飾のアイデ

ンティティを感じさせるアーバンデザインを実践してはどうか。

四ツ木駅周辺

のまちづくり 

・都市の生活利便性の観点から、四つ木は都心に近いわりに未だにサービス業、物販店が不十分である。メインストリート等

は、シャッター通りに近く、昔の「四つ木銀座」の面影はない。商店街の整備をどう図っていくのか。

柴又・亀有のま

ちづくり 

・柴又や亀有などに新たに観光まちづくりゾーンを設定し、景観保全・形成に努めるとともに、商店街の活性化を推進しては

どうか。

地域まちづく

り 

・外から入ってきた住民がまちづくりに参加する方法や受け入れについては、どういう形がいいか。

地域活性化 ・「区の活性化」は、地域住民皆分かっている。今は、検討してきたことを実現させる段階にきていると思う。国や自治体もこ

れを察知して、予算を付け、スピード感を持って進めるべきである。

コミュニティ

ビジネス 

・TMOと言うか、コミュニティビジネスのスタート UPも含め、まちづくり会社の創設の時期に来ていると思う。

庁内連携 ・行政の各セクションと街づくり計画との連携をどう進めているのか、経験や考え方、行政システムのあり方などを伺いたい。

都市計画マス

タープランの

フォローアッ

プ 

・「住みやすい街」かの指標として、例えば、商業施設が近くにある、学校や保育所、図書館、保健センター、通所介護施設が

近くにある、駅や公共施設に通じる交通の利便性が良い等、施設が各地域に適切に配置されているのかどうか、こうした点

を現状の取組みとして総括し、次の街づくりプランに取り入れるべきではないかと思う。

・どんな良い自動車も「ガソリン」がなければ走らない。お金を含めて、話しをしてもらいたい。

・まちづくりの進捗報告で、各項目の最終目標とその達成年度が知りたい。
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２ 用語解説 

ア イ デ ン テ ィ テ ィ…主に心理学などの分野で使われる用語で、「自己同一性（自分の正体、自己証明）」を意味する。都市計画において

は、都市固有の魅力等を意味して使われる。

I C T…情報通信技術。知識やデータ等の情報（Information）を適切に他者に伝達する（Communication）ための技術
（Technology）。

ア ー バ ン デ ザ イ ン…都市を構成する建築群などの形態を重視し、都市環境や都市空間を計画・設計すること。

コミュニティビジネス…福祉や医療、環境美化など地域のニーズや課題に対する事業について、地域の人々や事業者が中心となって取り組

み、地域に貢献することを目的としたビジネス。

T M O…地区内で生み出される利益や情報を、そこに住む住民や事業者など自らが有効活用してまちづくりを展開すること
を目的とする組織のこと。

デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ…電子看板。屋外・店頭・公共施設・交通機関等で、デジタル技術を活用し、ディスプレイなどの電子的な表示機器

を使って情報を発信するシステム。

マスターアーキテクト…地域全体の街のデザインを規定・調整する建築家や都市計画家。
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